02/18/2009　p.4

アメリカ研究
卒業論文・修士論文ガイド
以下のガイドは、卒業論文・修士論文完成までの過程と論文作成のために最低限知っておくべきこと、守るべきルールを示しています。常に参照して下さい。

論文作成まで

Ⅰ．第一回ガイダンス            　２月
Ａ．卒論・修論発表会　　　　　　　　　　２月１０日頃
卒論・修論作成は、まず、先輩の卒論・修論の内容を知ることから始まります。発表、コメントを聞いて、また、自分でも質問やコメントをし、自分の卒論・修論を書くための参考にします。

Ｂ．卒論・修論作成についての説明      ２月中旬　

合宿中の卒論・修論ガイダンスで行います。ここで、スタートして、春休み中できるだけ成果をあげてください。
Ⅱ．テーマの決定              　　２月～４月
Ａ．テーマ決定のための参考文献

　１．五十嵐武士・ 油井大三郎(編『アメリカ研究入門』　東京大学出版会　2003年
古矢 旬・ 遠藤泰生編『アメリカ学入門』　南雲堂　2004年
阿部 斉・ 五十嵐武士編『アメリカ研究案内』　東京大学出版会　1998年

２．『アメリカ研究』掲載の各論文

３．『アメリカ研究資料センター年報』『アメリカン・スタディーズ』『アメリカ史研究』American Quarterly, Amerasia　その他アメリカ研究を中心にした研究誌の各号
４.　アメリカ研究コースの過去の卒業論文・修士論文
5. その他―概説書、研究書、自分の見聞など（別紙参照）

6. これまでの授業のノート、テキスト、プリント
　　Ｂ．Ａの参考文献を見ながらすること
１．何を問題にするかについての目安をつける
２．何を資料・参考にするかについての目安をつける
ａ．一次資料
ｂ．二次資料
Ｃ．目安をつけたテーマに関する文献（二次資料）を読む
１．テーマについての知識を得る
２．テーマについての研究状況を知る（研究動向、研究史）
３．１、２を踏まえて、選んだテーマに関して自分の問題とすべきことを決める
Ⅲ．第二回卒論・修論ガイダンス　　　　　４月初旬～中旬
選んだテーマについての口頭報告
Ａ．テーマにすること

Ｂ．テーマについて自分が問題にすること
Ｃ．テーマに関する資料―簡単なbibliography（参考文献表）を提出
Ｄ．テーマの決定

Ｅ．相互に研究を進めるために、２，３人の組をつくる。今後この組で、論文完成まで、提出物を読んだり、コメントをしあったりしながら、進めていく。

注意　参考文献表は一定の規則に従って作成する

ⅣのＣ１，２を参照
Ⅳ．第三回卒論・修論ガイダンス　  ５月初旬～連休明け

Bibliography（参考文献表）の提出（ガイダンスの１週間前）

注、参考文献表を書く上でのルールについての確認テスト
Ａ．Bibliography作成のための参考文献検索
１．America: History and Life ＣＤ－ＲＯＭ

２．インターネット

ａ．ＥＢＳＣＯ（学内ＯＰＡＣから）

ｂ．ＪＳＴＯＲ（学内ＯＰＡＣから）

ｃ．amazon.com
ｄ. NACSIS

ｅ．『雑誌記事索引』（学内ＯＰＡＣから）

ｆ．New York Times
ｇ．その他　

３．Humanities Index
４．Social Science Index
５．Reader's Guide to Periodical Literature　一次資料

６．その他テーマに関する研究書あるいは論文にある注やbibliographyを参考にする

Ｂ．資料の所在を知る―NACSIS
Ｃ．正しい形式で作るための参考書

論文は正しい形式で書かなければなりません。書き方のルールは文法のようなものです。文章だけでなく、注、参考文献などのルールを習得し、それにしたがって書く必要があります。

１．斉藤　孝・西岡 達裕『学術論文の技法』日本エディタースクール出版部(2005)
２．Kate L. Turabian, A Manual for Writers of Term Papers, Theses, and Dissertations -Chicago Guides to Writing, Editing, and Publishing (Univ of Chicago Pr, 1996) ￥1,482
Ⅴ．第四回卒論・修論ガイダンス―中間報告     　　６月初旬～中旬
Ａ．論文のテーマおよび論旨について
１．テーマの説明―何について、何を問題にし、何を示したいのか

２．テーマについての先行研究を把握し、自分の論文をその中に位置づける（論文の研究上の意義を示す）
３．４００字２枚程度にまとめ提出（ガイダンスの１週間前）
　　Ｂ．大体の論文の展開を考える
１．アウトラインの作成、提出（ガイダンスの１週間前）
２．アウトラインは正しい形式に従う

　　上記のKate Turabianを参考に
Ⅵ．第五回卒論・修論ガイダンス―中間報告　　　　　　７月初旬～中旬
Ａ．ＶのＡ、Ｂについての進捗状況
Ｂ．夏休み中の研究計画
Ⅶ．資料を読む



　　　　　　　　　　　　　　　　　　８月～９月

Ａ．一次資料、二次資料（研究論文、研究書など）をできるだけ多く読む

Ｂ．テーマで問題にすることに関連させて考える

Ｃ．ノートを必ず取る（重要！） 

Ⅷ．第六回卒論・修論ガイダンス―夏休みの研究成果の報告　　１０月初旬
この時期には書き始めましょう

Ａ．提出①Introduction（論文のテーマ、示したいこと、意義）

②アウトライン提出（ガイダンスの１週間前）

Ｂ．これまでの経過の報告
Ｃ．資料についての報告
Ⅸ．第七回卒論・修論ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　１１月初旬

Ａ．内容についての報告

Ｂ．書いた部分の提出（ガイダンスの１週間前）
Ⅹ．第Ⅷ回卒論・修論ガイダンス―草稿についての批評会　　　１２月中旬頃

Ａ．草稿提出（１２月初旬締め切り）英文要約も一緒に。

　　英文要約はＡ４紙１枚～２枚

Ｂ．草稿は指導教員および学生相互で読みあう
Ｃ．読んだ草稿のコメントを提出
ＸI．論文完成提出―学務係　　　　　　　　　　　　　　　１月１０日正午まで
Ａ．目次、注、参考文献リスト（一次資料、二次資料を区別）

Ｂ．英文要約
Ｃ．Ａ４、横書、４０字ｘ３０行、余白上下30mm　左30mm　右25mm

Ｄ．表紙（表紙に氏名・題名をつけることを忘れない）

　　生協にある簡易製本機が利用できる。全員で決めて統一する。

Ｅ．３部作成し、１部は学務係、他はブラウン、宮田、有賀のうち、指導教員として届け出ていない教員に提出。
ＸII．論文発表会　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月１０日頃

Ａ．卒論・修論レジメ集の作成
Ｂ．他の人の卒論・修論についてのコメント

ＸIII．卒論・修論ガイダンスへの参加　　　　　　　　　２月２０日頃

卒論作成は大学での勉学の集大成であるばかりでなく、貴重な経験として将来にも役に立つはずです。この経験を最大限に生かしましょう。ガイダンス参加は必修ではありませんが、後輩への助言、指導という形で自分の経験を生かすことが学べます。

図書館などについて

Ⅰ．図書館
　埼玉大学図書館
　東京大学アメリカ太平洋地域研究センター

Home Page　から利用申込用紙をダウンロードし、教員の署名をもらう
　アメリカン・センター（NACSISカタログがとれる）
　国会図書館（NACSISでカタログがとれる）
　各大学図書館（埼玉大学図書館で紹介状をもらう）
　地域図書館

Ⅱ．インターネットのサイト

　　Ａ．一般的に図書や論文を検索する

EBSCO, JSTOR, OPAC, NACSISなど

　　Ｂ．一次資料の検索、利用

　　　　New York Times は１８５０年からの記事がダウンロードできる。

その他数多い。テーマによってキーワードを入れ検索

その他の注意　

1． 書くときは正しい形式で（注、本文、参考文献など）

2． 文章はわかりやすく、正確に。ことばの選択を慎重に。

3． 毎回の提出物は、すべて、ブラウン、宮田、有賀それぞれに提出すること。

4． 提出物は誤りがないかよく読み直す（文献、文中の固有名詞など、英語の表記は少なくともスペルチェックを使って誤りを直す）。

　３．友達と協力して研究する―資料についての情報を交換する
　４．草稿は友達と読みあい、助言しあう―卒論・修論自主ゼミ（卒論・修論の形式についても相互に教えあえる）
６．３，４は主に、第二回ガイダンスでつくった組で行うが、他の人とも協力する。

７．教員には早めに相談する。行き詰まったとき、アイディアが湧かないときなどは特に助かる。

８．草稿の期限は１２月初旬（日は１１月のガイダンスで設定する）。

期限以降には受け付けない。自分で推敲する。

　　草稿はハードコピーで提出する。ブラウン、宮田、有賀それぞれに。

９．何度も推敲することになるので、ワープロがよい。手書きの場合は必ずペンで（鉛筆不可）。
１０．英語で書く人は特に早く草稿を提出する。

１１．連絡方法　

e-mail　件名は必ず「論文２００９年」と入れる

　　　　まず、この件名で各教員にメールを送る。

必ず宛名、差出人名を書くこと

      掲示　　アメリカ研究専攻教員の入り口壁

英米研修室　学務係の掲示

１２．ホームページ、卒論・修論用サイトhttp://www.natsukia@kyy.saitama-u.ac.jp/~natsuki/

http://www.justmystage.com/home/ichirom/top2.html
　　　ブログ

論文とはどういうものか

1． テーマがあること　―　ＸＸについて

2． 論があること　

ＸＸは○○である。何が言いたいのかを明確に示す

論とはテーマについて自分が考えた質問に対する自分の答えと考えればよい。（自問自答）　　　　　　　　　

3． 論文（自分の研究）の研究上の意義、重要性を示す。

そのテーマについてこれまでの研究（本や論文）がどういうことを言っているのかを理解して、それらの立場（解釈）を整理する。

それらの研究に対して自分がどのような立場に立つのかを示す。

4． 論文は、序論（はじめに）、本文（各章）、結論（おわりに）からなる。

　　　　序論では、テーマと自分の論（仮説、何を示すか）を示す

本文では、仮説を論証する。従って、序論で、仮説（何を示すのか）を明確にしておく必要がある。

結論は、本文の論証のまとめ。論の確認。

よくある勘違い

　立場（論）を示すというと、良い悪い、賛成反対といった自分の意見を主張することと思う人がいるが、学術論文は意見を述べるところではない。テーマが提起する問題の答（自分が正しいと考える答）を、根拠を示して論理的に説明するのが学術論文。意見は主張しなくても、説明のなかに自分の考えが入ることは避けられないし、そうして書いた論文の方が、単なる意見の主張よりも説得力を持つことも多い。

